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ルが 3軒，ややカジュアルでもそれなりの服装とマナーが要求される 3つクヴェールが 2軒である。
これ以下の店はない。これに対して，東京では，3つ星 12軒のうち，5つクヴェールが 1軒，4つ





















































みると 8，『朝日』『読売』各 10件，『毎日』6件，『日経』14件 9の記事が見つかった。








































































































































































































































































































































































































































































































































































































0 0 0 0
とする
感性，季節以上に季節感を重視する





























































































































































































ぼ て ぶ り
手振 67にしても，駕














































































































































































































































216 日本人の飲食の感性を考える　― 美食と共食 ―（福田）
 8 検索日時は 2018年 11月 1日。「聞蔵Ⅱ」「ヨミダス歴史館」「毎索」「日経テレコン 21」で検索。
 9 表示上は 15件だが，読んでみるとまったく同じ記事が 2件（2017年 6月 22日の記事）あったので，14件とした。
 10 すでに引用した 2013年 8月 25日の『朝日』朝刊 17頁の記事のほか，同じような指摘を各紙がいくつかの記事で行っ
ている。『毎日』2008年 6月 26日大阪朝刊 8頁，2010年 12月 27日東京朝刊 1頁 2014年 1月 4日大阪夕刊 7頁，『読




 14 同書， 35頁。［ ］内は福田の補足（以下同様）。著者も注 6で，濫觴を「物事のはじまりを指す」と補足している（同
書 39頁）。
 15 『夜の京阪』，文学界第 16号（博覧会記念号），明治 36（1903）年 1月，250-251頁。旧字旧かな使いと句読点は原
文のまま。以下の引用でも同様。ただし，原文は総ルビだが，ここでは難しい漢字にだけルビをふり，ルビは現代
かな使いに改めた。
 16 『畿内見物　大阪の巻』，金尾文淵堂，明治 45（1912）年，口絵部分。
 17 笹井良隆編著，前掲書，35頁。















 30 福田育弘，「外食の大衆化と飲食空間のジェンダー化 ― 関東大震災後の飲食場の再編成 ―」，『学術研究（人
文科学・社会科学編），第 62号，早稲田大学　教育・総合科学学術院，2014，289-306頁。
































 45 福田育弘，「ガストロノミーあるいは美食はどう語られ，どう実践されるか ― ガストロノミー・美食言説とガ
ストロノミー・美食という概念 ―」，『学術研究（人文科学・社会科学編），第 66号，早稲田大学　教育・総合
科学学術院，2018，265-290頁。
 46 同論文，273-274頁。Brillat-Savarin, Physiologie du goût, Flammarion, Paris, 1982 (première parution : 1825), p. 173.
 47 西山松之助校注，『南方録』，岩波文庫，1986，12頁。
 48 熊倉功夫，『日本料理文化史　懐石を中心に』，人文書院，2002，156頁，165頁。
 49 Dir. Robert J. Courtine, Larousse gastronomique, 1984, pp. 917-919.
 50 福田育弘，「ガストロノミーあるいは美食はどう語られ，どう実践されるか ― ガストロノミー・美食言説とガ
ストロノミー・美食という概念 ―」，『学術研究（人文科学・社会科学編），第 66号，早稲田大学　教育・総合
科学学術院，2018，277頁。
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 63 同書，21頁。
 64 笠井俊彌，『蕎麦　江戸の食文化』，岩波書店，2001，237-332頁。
 65 原田信男，前掲書，21頁。
 66 同書，3頁。
 67 本文中に出てきた天秤棒をかついで商品を売る行商人のこと。
 68 三田村鳶魚，前掲書，234-235頁。
 69 大久保洋子，『江戸のファーストフード　町民の食卓，将軍の食卓』，講談社選書メチエ，1998。
 70 『家庭　鮓のつけかた』は，1989年に主婦の友社から，別本として𠮷野曻雄の詳細な「解説」とともに『偲ぶ　與兵
衛の鮓』として復刻された。
 71 𠮷野曻雄，『鮓・鮨・すし　すしの事典』，旭屋出版，1990，70-71頁。
 72 𠮷野曻雄，『解説　家庭　鮓のつけかた』，主婦の友社，1989，181頁。
 73 𠮷野曻雄，『鮓・鮨・すし　すしの事典』，旭屋出版，1990，71頁。
 74 同書，66頁。
 75 同書，66頁。
 76 同書，68頁。
 77 大久保喬樹編，岡本かの子，『食魔　岡本かの子食文学傑作選』，講談社文芸文庫，2009，29-30頁。傍点は岡本か
の子による。
 78 竹内順一，『現代語でさらりと読む茶の古典　山上宗二記』，淡交社，2018，166頁。
